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本日の発表内容

１．ケーブルテレビの概要
２．日本ケーブルテレビ連盟の検討体制と基本方針
３．視聴データの取得について
４．視聴データの活用例について
５．今後の課題、放送分野GL・認定団体指針への要望
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ケーブルテレビとは
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■ケーブルテレビは、1955年、群馬県伊香保温泉における難視聴対策として誕生。
■光ファイバーや同軸ケーブルを敷設し、地域情報を放送するコミュニティ放送、地上放送や
衛星放送の再放送、インターネット等の通信サービス等の多様なサービスを提供。

■地域密着の事業者である「地域性」、臨機応変な対応が可能な「機動性」、インフラから
コンテンツまで全てを扱う「垂直的総合性」がケーブルテレビ事業者の特長。

1953年 地上テレビ放送開始

1955年 群馬県伊香保温泉で初のケーブルテレビ誕生

1972年 有線テレビジョン放送法制定

1974年 日本有線テレビジョン放送連盟が任意団体として発足

1980年 社団法人 日本ケーブルテレビ連盟設立

1987年 初の都市型ケーブルテレビ開局（多摩ケーブルネットワーク（株））

1996年 ケーブルインターネット開始

1997年 電話サービス開始

2005年 ケーブルテレビ発祥50周年

2012年
日本ケーブルテレビ連盟が社団法人から一般社団法人に移
行

2014年 4K試験放送開始／ケーブルスマホ（MVNO）サービス開始

2015年 デジアナ変換サービス終了／「ケーブル4K」実用放送開始

2017年 「ケーブルIDプラットフォーム」運用開始

2018年 「新4K8K衛星放送」再放送開始

2020年
ローカル5G/地域BWAの業界統一コア運用開始
「ローカル５G」地域実証等開始

ケーブルテレビの歴史
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ケーブルテレビの現状

■ケーブルテレビ全事業者数 ４７１社

■加入世帯数 ３，０９１万世帯
(世帯普及率は52.3%)

■(一社)日本ケーブルテレビ連盟 加盟社数 ３４６社
(73.5%が加盟）

■総接続世帯数(連盟加盟社) ２，７３５万世帯

■多チャンネルサービス加入世帯数(連盟加盟社) ８０２万世帯

■インターネット接続加入世帯数(連盟加盟社) ９６２万世帯

■電話サービス加入世帯数(連盟加盟社) ８７３万世帯

■事業売上(連盟加盟社) １兆３，３２２億円

《 総務省「ケーブルテレビの現状」（令和2年8月版）及び日本ケーブルテレビ連盟2020年度会員情報》
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日本ケーブルテレビ連盟における検討体制
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■業界の視聴データ取得・活用については、下記の委員会において関連テーマ
毎に検討・推進している。

通信・放送制度委員会

委員長：宮内 副理事長
（愛媛CATV 社長）

ケーブルID推進委員会

委員長：塩冶 副会長
（CCJ 社長）

放送関連検討委員会

委員長：大橋 副理事長
（ハートネットワーク 会長）

-個人情報保護法・ガイドライン・指針の
改正への対応
-第三者認証の取得の推進

-ケーブルIDプラットフォーム(PF)、業界ACS
の開発・運用
-PFを利用した新サービス導入

-地デジ・BSの再放送やCSについて
-STBの仕様作成、普及状況の調査
-放送のIP配信
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ケーブルプラットフォーム
■地域の事業者として多様化する顧客ニーズに応えていくために、業界としてケーブ
ルプラットフォーム構想を掲げ、様々なレイヤーでの業界連携施策を推進。

■視聴データ取得・活用はケーブルIDプラットフォーム・業界ACSシステムが関連。

有線･無線インフラを介して繋がる多様な端末（STB･モデム･スマホ･タブレット･センサー等）への対応
【
端
末
】 T V P C T E L スマホ ウェアラブル

S T B

世帯端末 個人端末 その他端末
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タブレット サイネージ センサーカメラ

こここここここここここここ

ここここここここここここここここここここここここここ

共通化可能な「サービス高度化に必要となるシステム」「･ オペレーション効率化のために必要となるシステム」の業界シェア
【
シ
ス
テ
ム
】

サービス別
システム

全サービス
共通基盤

次期AJC-CMS 次期じもテレ

コンテンツ流通、販売 マルチデバイ
ス対応

視聴制御･暗号化

IP化･権利保護強化への対応

業界ACS

監視機能（ACS）

ネットワーク強靱化

業界BDP

IoT プラットホーム

情報蓄積･情報解析（ビッグデータ・AI）

ID連携･
マイナンバー対応
世帯→個人、外部サービス連携

課金・決済基盤
・課金口座活用、NHK料金回収→EC決済

セキュリティーの高い業界内LANの構築

こここここここここここここ

市場環境・市場ニーズに対応した高度化サービスの組成･ベストプラクティスの横展開【
コ
ン
テ
ン
ツ
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サ
ー
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ス
】

映像

IP化

IP放送 高度BS 
再放送

BtoB ヘルスケア 子育支援
IoT 見守り
決済
サービス

観光
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高齢化 少子化
対応 対応
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対応

競争への
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成

有線の強みを活かした有線･無線融合インフラ構築推進【
イ
ン
フ
ラ
】

5 G IoTMVNO Wi-Fi地域BWA融合有線 無線H F C F T T H

こここここここここここここ ここここここここここここここここここここここここここ
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業界統一コア

データ
電話

地方創生

高速化
大容量化

次世代CAS

高精細化

ケーブルモデム E M TA



Japan Cable and Telecommunications Association Confidential and Proprietary

連盟における視聴データの取得・活用の基本方針
(1) ケーブルテレビ事業者は、ユーザ宅内に設置したセットトップボック

ス(STB)等から得られた、放送番組の視聴データを取得・分析すること
により、ユーザの嗜好やニーズを把握し、番組の編成、解約抑止、リコ
メンド等に活用して、ユーザである地域住民の満足度向上に貢献する。

(2) 視聴データの活用においては、放送以外のサービスの情報、契約情報、
スマホアプリのアクセスログ等を掛け合わせ、ビックデータ解析やAIを
利用して、マルチデバイスへの高度サービスの提供を検討する。

(3) 上記(1)(2)の支援として、会員事業者にケーブルIDプラットフォームや
業界ACS等を提供し、事業者の視聴データの利活用を促進する。

(4) 視聴データの取得・活用においては、ユーザのプライバシーの保護に十
分配慮し、個人情報保護法・ガイドライン・指針等の法令に遵守した対
応を行い、安全・安心なサービス提供を行う。

(5) 会員事業者に対し、プライバシー保護に関する第三者認証(プライバシー
マーク、ISMS、安全・安心マーク)の取得や、特定個人情報保護団体
(SARC、デ協)の登録を推奨する。

7
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視聴データの取得について
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視聴データ取得におけるお客様対応の基本的なフロー

■ケーブルテレビでは、①加入時の重要事項の確認・同意、②STB設置時の
オプトイン、③利用中のオプトイン/アウトの設定において、視聴データの
取得・活用の確認を行っている。

工事時の設定・アフターフォロー従業員による説明（対面やチャットボット等） お客さまによる変更

約款や重要事項説明は
HPでも公開中

SE・CCオペレータータブレットを使用して目視チェック疑問や不安があれば
ご家族への説明も実施

ご自宅でいつでも変更可能

①加入の検討 ②加入 ③利用

STB(Set Top Box)での個別設定
設置時のオプトイン/ご利用中のオプトイン・アウト重要事項の確認・同意パンフレット・CM 利用規約の確認

STB
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CATV事業者向け「個人情報保護関連規程類サンプル」
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個人情報保護
基本規程 プライバシポリシー

個人データ管理台帳

教育資料
個人データ取扱点検表

委託先選定確認書

個人情報保護に関する覚書

基本規程に基づき、ホームページに公
開すべき事項のサンプル

一般的なｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ事業者において取り
扱う個人データを特定したサンプル

新入社員向けの教育資料サンプル

基本規程に準じた点検項目を設定し、
自主点検を行うための様式サンプル

個人情報の委託先に対して、セキュリ
ティ状況の点検を行い、機密保持の約
束を取り付けるための様式サンプル

規範とすべき法令等を、社内のルールと
して取り込むための社内規程サンプル

従業員向け同意書
個人情報の取得時に利用目的や第三者
提供について同意を得るための様式サ
ンプル視聴履歴の取得と利用

機密保持誓約書 従業者の監督措置として、会社に対して
機密保持を誓約させる様式サンプル個人情報保護

関連規程サンプル
導入ガイド

■CATV事業者が、法令を遵守して「視聴データの取得・活用」に必要な
①利用目的や提供先の公表・約款への記載、②視聴データ取得や第三者へ
提供時の本人の同意取得 、③第三者提供時の確認・記録や一定期間の保存
等の文書のひな型を含む「個人情報保護関連規程類サンプル」を連盟が
策定し、会員事業者に配布。

利用目的等の同意取得例
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■テレビと接続しているSTB（セットトップボックス）のログ機能を活用して、
視聴データをACS(Auto Configuration Server)で取得・蓄積。

■事業者は、ACSに蓄積された視聴データを用いて統計情報の分析や番組編成の改善
等を行っている。なお、J:COMはデータ基盤(後述)を介した分析を行っている。

■必要な同意を取得した上で、自主放送(コミュニティチャンネル)のデータ放送を用
いて視聴データを取得して視聴率を分析する事例や、STB内に蓄積された視聴デー
タから個人宅向けに番組リコメンドを行う事例等も一部事業者で行われている。

視聴データ取得のためのシステム概要

ACS

・・・

STB
・・・

STB
・・・

STB

・・・ ・・・ ・・・

・STBに蓄積されたログを
一定間隔毎にACSに送信

・・・

事業者A 事業者B 事業者C

事業者はACSに蓄積された
視聴データを活用
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ACS*とは *ACS: Auto Configuration Server(自動構成サーバ)

①遠隔管理：遠隔診断、再起動を可能とし、お客様対応の品質向上・コスト削減
②初期設定：設定パラメータの配信により誤設定の抑止、設置作業の効率化
③視聴履歴収集 ：視聴履歴を取得・分析によりレコメンド等新に活用

■北米ブロードバンドフォーラムが標準化した規格TR-069は端末の管理方式が定義
されており、 ACSは端末を管理するサーバとして定義。欧米ではブロードバンド
ルータやIPTVのSTBなどの多くの端末にこの管理方式が実装されている。

■業界では、次世代STB(RFとIPのハイブリッド)、第三世代STB(4K/ACASへ対応)の
仕様において、上記の管理方式(ACSとの接続)を必須機能としている。

■ACSは、①遠隔管理、②初期設定、③視聴履歴収集などの機能を持つ。

お客様 ケーブルテレビ事業者

STB端末・サービスの高度化
→ヘルプサポートのニーズの増大

・電話で状況を聞き、遠隔から対応
・視聴履歴を用いた新サービスの可能性
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STB画面での同意⇔非同意の切替え
■STBの仕様として、宅内設置時にSTB画面上本人同意画面を表示し、
同意（視聴履歴の送信開始） ⇔非同意（視聴履歴の送信停止）の切替え
を行う機能を具備。

■営業・宅内施工担当者は、宅内設置時にSTB画面上本人同意画面が表示さ
れ、加入者に選択していただくフロー、及び同意⇔非同意の切替えが可能
であることの説明等を行っている。

■視聴履歴には、STB情報(ID, 状態)、視聴番組情報(チャンネル情報, 
ネットワーク/サービスID, 開始/終了時刻)、録画番組情報などを含む。

ACS
視聴
履歴定期アップロード

視聴履歴の送信を許可する

視聴履歴の送信を許可しない

(STB画面上)
視聴履歴の収集・送信
・同意＝許可する
・未同意＝許可しない

STB
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視聴データの活用例について
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J:COMのデータ基盤の例

■データを集約するシステムを整備し、同意を取得した視聴データを分析。

取得しているデータ ※

データサイエンス用マシン

レコメンドエンジン

分析用
データベース

新視聴率
システム

システム連携

VDI: 仮想デスクトップ

業務系システム

管理システム

番組情報
各種分析ツール

（統計・機械学習・可視化）

python

データ分析システム
SDA

各種 社内レポート

分析用途

番組編成改善

お客様満足度の向上
視聴データ

STB
A
C
S

※：取得データはお客様の同意を得たもののみ

15
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番組供給会社への視聴率システム提供
■番組編成改善のため、視聴履歴の統計情報を利用した視聴率システムを、
番組供給会社向けに提供。

番組供給会社様各社のトップページ例

主要な各帳票
へのリンク
最新日の時間帯
別の属性視聴率

直近7日間の
• 平均視聴率
• 最大視聴率
• リーチ数
の推移 • 視聴履歴は許可を頂いた全数ログを活用

• 詳細粒度の分析が可能

-オプションチャンネルの視聴率測定
-1分視聴率・流入・流出
→ CM放送タイミング等、番組制作時

の細かい分析が可能に

視聴履歴活用のメリット
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【参考】新視聴率システムにおける1分間視聴率

■1分間視聴率を分析した番組編成改善例

1分間視聴率

企画本編中はCM挿入なし
視聴率は安定

放送開始5分前から、徐
々にユーザーが流入

▼放送開始時間

番組冒頭のCM挿入
で若干の流出 番組終了
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視聴データを用いた番組リコメンド
■様々な映像コンテンツとの出会いを自然な導線で実現

多CH視聴促進UI 現在放送中番組録画一覧
放送中のTVをザッピング自動グループ化や、フォルダ作成などで、録

画物を探しやすくして、
見たい番組への辿り着き改善。

おすすめ番組
視聴ログから自動判定し、時間帯曜日等

に応じたおすすめ番組を表示。

録画番組の関連番組を表示。
さらなる番組視聴の導線。

ヘルプ
(リモコン押下)

各画面の使い方を動画とテキストで説明。
「分からないから使わない」を防止。

マイチャンネル

お気に入りワードマイチャンネル
お気に入り登録されている
番組の見逃しを防止。 お気に入りワード

登録したワードに関連する番組を常に表示。
お気に入りがあるときに便利。
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おすすめ番組のロジック
■家庭の各曜日・時間毎の視聴サイクルデータを元に
その時テレビの前にいる視聴者を推定して推奨番組を表示する

19

視聴ログから自動判定し、時間帯
曜日等に応じたおすすめ番組を表示
（曜日×時間帯でおすすめジャンルを判定）

おすすめ番組提示の仕組み
視聴ログの保存先 STB内(外部への送信は無くても対応可)

対象視聴ログ概要
・60秒以上の視聴で番組ログを保存
・保存番組に付与されている番組のジャンル

おすすめ番組の選定方法 視聴ログのジャンル集計データを元に検索

おすすめ番組の提示順
１.放送開始時刻
２.チャンネル順(CS優先)

朝 昼 夕方 夜 深夜

父 母 子 子 母 母 子 子 父 母 子 子 父 母

ニュース 海外ドラマ 動揺・キッズ スポーツ トークバラエティ

国内アニメ お笑い・コメディ 海外アニメ 国内ドラマ ドキュメント

イメージ例：平日

例えば夜の時間帯は視聴ログからEPGジャンル情報を元に「ス
ポーツ」や「国内ドラマ」が表示される

時間帯別で表示されるおすすめ番組が変わる
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デジタルチャネルでの番組リコメンド配信
■事前に許諾を取得している視聴履歴に基づいて、CS放送の番組リコメンド
を生成。

■メルマガ配信、モバイルアプリにも展開。

番組リコメンドエンジン

SDA本番環境

この番組を見た人は
この番組も見ています。

番組相関分析
(協調フィルタリングベース)

類似番組分析
(テキスト類似ベース)

出演者やあらすじで
共通項のある番組

あなたへの
オススメ

ACS・連携システム

世帯の
視聴履歴

メールマガジン
番組ガイド

モバイルアプリ

STB
視聴データ
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今後の課題
■ケーブルテレビ業界は、大手事業者を中心に視聴データの先進的な活用が
進む一方、中小規模の事業者では視聴データの活用が不十分な場合も多い。
このため、ケーブルIDプラットフォームや業界ACSの普及・浸透等を通じ
て、業界全体での視聴データ活用の底上げを行う必要がある。

■モバイルアプリを提供する事業者が増加傾向にあるものの、提供内容は
地域情報、定点カメラ映像、コミチャンの一部映像等で、視聴データの活
用している例は多くない。このため、マルチデバイスへのCS放送の
番組リコメンド等の視聴データ活用も必要に応じて促進する。

■個人情報保護法、ガイドライン、認定団体指針の改定にあわせて、業界の
「個人情報保護関連規定類サンプル」を改定し、会員事業者に展開する。

■プライバシー保護に関する第三者認証(プライバシーマーク、ISMS、
安全・安心マーク)の取得、特定個人情報保護団体(SARC、デ協)の登録
について、対応していない事業者への取得・登録の推奨。
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放送分野GLと認定団体指針への要望
■視聴データの匿名加⼯は顧客データ分析等に有効と考えるが、現状では業
界内で利用されていない。このため、GLや指針において「匿名加工情報」
と今回導入される「仮名加工情報」の利用者のニーズを加味の上、加工の
ガイドラインを検討いただくことを要望します。

■ケーブルテレビ業界は主に特定視聴履歴を取得・活用している。一方で
STBを用いない、あるいは、ACS接続機能を持たない旧型のSTBを利用する
視聴者も多く存在することから、非特定視聴履歴を活用して自主放送(コミ
チャン)の視聴データを取得・活用する等のニーズも一定程度ある。
このため、事業者が特定視聴履歴と非特定視聴履歴を取得・活用する場合
に必要な措置や留意点等をGL・指針に記載いただくことを要望します。

■マルチステークホルダープロセスにより策定している「オプトアウト方式
で取得する非特定視聴履歴の取り扱いに関するプラクティス」は良い取組
みと考える。一方で、当業界は視聴者に地デジやBSの再放送を行っている
ため、プラクティスのGL・指針への反映等においては、視聴者に懸念を与
えることなくプライバシー保護やネット広告の規制等も十分に考慮した、
慎重な検討を要望します。
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ご清聴ありがとうございました。
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